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【目的】広汎性発達障害（Pervasive Developmental Disorder: PDD）児は高率に感
覚過敏性を有すると報告されている。さらに、近年いくつかの研究では、感覚過敏性
は不安や抑うつに関係していることが示唆されている。しかし、これらの研究のほと
んどは知的障害児を含んでおり、また不安や抑うつ以外の広範な精神病理を検討して
いないなどの方法論的な問題点がある。そのため、今回我々は、高機能PDD児におけ
る感覚過敏性の有症率と、感覚過敏性と他の様々な特性や幅広い精神病理との関連を
調べることとした。 
 
【対象と方法】対象は、2003年1月から2011年8月までに大阪市立大学医学部附属病
院神経精神科外来を受診した6歳から15歳までの高機能PDD児132例である。感覚過
敏群 (hypersensitivity：HS)と非感覚過敏群 (non-HS)の2群に分類し、ロジスティ
ック回帰分析を使用し、感覚過敏性と、年齢、性、PDDサブタイプ、社会経済状況や、
子どもの行動チェックリストを用いて不安や抑うつ症状を含む幅広い精神病理との
関連を調べた。 
 
【結果】高機能 PDD 児 132 名中 65.9％(n=87)が HS 群に、34.1%(n=45)が non-HS
群に分類された。最も多く認めた感覚過敏性を示す感覚領域は聴覚であった。ロジス
ティック回帰分析では、高機能 PDD 児の感覚過敏性は PDD サブタイプのうちの自
閉性障害であることと、不安や抑うつ症状と有意な関連があることが示された。 
 
【結論】高機能PDD児の大半が感覚過敏性を有している。今回の研究から、感覚過敏
性がPDDサブタイプのうち最も重症群とされる自閉性障害と有意な関連を示したこ
とから、感覚過敏性は高機能PDDの中核症状の一つである可能性が示唆された。また、
感覚過敏性と不安や抑うつ症状との関連も示されたため、PDD児の診療において、特
に自閉性障害である場合や不安や抑うつ症状を伴う場合には、積極的に評価すべきで
ある。 
 
 
